
















































































































































下紀a, b, cは昨年の経験から生まれたフェルト技 
法上の工夫である。dはこの授業中に学生から出た提 
案である。どれも作業をシンブルにして、短時間で誰 
もが取り組めるものへと近づけた,
a. 日頃のフェルト制作では弱アルカリの石けんを堪 
に溶いて用いたが。今回は石けん無しで湯を用い,手 
やフェルト玉の濯ぎ行程を省いて簡略化させる0
b. 繊維を卜5cmに切っておくことで、絡みやすくなり 
フェルト化が進む。
c. ネットを使うことで繊維がスポンジ芯から分離する 
ことなく作業を進めることができ、こどもの小さい手 
でも怍^力$しやすくなる。
d. 小さな器に選んだ繊維をほぐしながら入れること 
でほぼ適最を意織できるようになり、纖維の最が足り 
ず芯のスポンジが出てきたり、多すぎて手の中で扱い 
にくくならない。
学生は色とりどりのフェルト玉を作り,この時点で 
のワークショップに対する不安の声は開かれなかった。
ワークショップを通して
今年度のイベントは台風が去った後の快晴の3日間 
の開催となった.休日のため各授業日を振替え、学生 
には平常の1日の授業と同じ3時間程度を割当てて、 
P—クショップでの授業を実施した〇
天候や不特定な参加者など流動的要素の多いイベン 
卜において,突施場所の质境づく りは成功への大切な 
要素である。この授業のように、学生のワークショッ 
ブの技術的上達が第一の目的でない場合は、参加者と 
学生双方に内容のシンブルさが必要であるが、特に前 
述の技法上の工夫や環境づくりが重要となる。
開催場所のテント前には、主催者が用意した「つく 
ろう*あそぼうフェルトエ房Jの大きな文字の他に、学 
生が制作した羊のイラストいりの看板パネルを設置し、 
テント内部には,学生が來前の授業で制作した色とり 
どりのフェルト玉を天井から吊り下げ、楽しさを演出 
すると共に、目的を視覚的に示すことで参加者の制作 
の導入を容易にしたテント内は作業芋哺に沿ってコ 
ーナー分けし、まず3つの長机にはカラフルな羊毛の 
纖維を大きな器に山盛り入れて置き、人を呼ぶディス 
プレイとしての役割を持たせて、参加者が色を楽しん 
で制作できるコーナーとした,次の湯に浸すコーナー 
では術生面を紀I言して,参加者ではなくビニール手袋 
をはめた学生が作業を行い、最後の紐と名前のリボン 
付けのコーナーでは、学生が縫い付けをして、ここで 
メインモニュメントへの展示と作品の返却について説 
明をすることとした.
各コーナーでの作業を実際にやって見せた後、学生 
は学生がデザインしたスタッフバッチをつけ、各自自 
由にコーナーの担当にっく。担当者の少ない所はこち 
らから指示を入れ移動を求めたが、無理強いはしない。 
開始直後から参加者に上手に言葉掛けをしながら対応 
する学生もいる一方,無口な学生もいたが特に支障は 
なかった.参加者は予想通りこどもが多く,家族での 
参加も多数あった.予想できなかったのはその人数で、 
3日問で延べ800人におよんだ；展示せず直ぐに持ち帰 
りたいという参加者には、2個目を制く乍してもらったの 
で、800個がそのまま実質人数ではないが、予想数を遥 
かに超え、羊毛の繊維のカットやスポンジ芯作りなど 
の準備にも追われることになったが、次々訪れる参加 
者に学生は鵬する暇なく対応していた〇その結果, 
担当の仕事の理解と上達が急速に進んだだけでなく、 
状況を判断し自主的に行動する姿勢が生まれている,
また、参加したこどもたちにとって羊毛の網唯-フェ 
ルトはめずらしいもので、手の中での変化は不思議で 
驚きがあったようだ〇それがこどもたちの率直な発言 
や反応に現れ、呼応して_然と学生からa葉が引き出 
され、双方向のs葉のやり取りが随所に生まれており、 
もの作りを通した楽しい活発な交流の場ができた二と 
は特笨に値するであろう。
学生の感想と考察
専攻科1回生の「野外アートフェスティバルinにし 
のみや」を振り返っての感想の一部を紹介する。
「現地に着いた時、真っ先にワークショッブの大き 
い看板が冃に入って,人がたくさんいたことが嬉しか 
ったです。スタッフのカードに私の羊が使われて良か 
ったです0ワークショップでは,ずっと黄色いスポン 
ジを切っていました«それを見たこどもが,「リンゴ切 
ってるみたい！」と言ったことにビックリしました。 
こどもたちの笑顔がたくさん見れて、作品と笑顔はむ
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すびついているのだと実感することができました,J
「今回のアートフェスティバルでは人と関わって作 
品を作り上げるなど,美術を通して地域の人たちと仲 
良くなれたことは、とても良い経験ができたと思いま 
す。フェルトの工房では、小さいこどもたちの名前を 
閒いて,フェルトに布を縫い付ける作業をしていて, 
こどもたちに「作品作りは楽しい？」と聞くと,ほと 
んどの子たちが「たのしい！ Jと答えてくれて、その 
笑顔に癒されました。作品と人が触れ合う瞬問を見れ 
て、とても嬉しかったです。J
「野外アートフェスティバルは、去年フェルトの鳥 
を作って,みんなでぶら下げて,とても楽しかった思 
い出があります。今年もフェルト玉を作って、昨年よ 
り大きな竹で作ったアーチにぶら下げて、年々大きく 
なっていくのにも感動しました。こどもがたくさん来 
るので、竹のアーチを作る時も,こどもの目線なども 
考えて、少しでも安全になるように考えていって、設 
置したのも勉強になりました。J
これらの感想からは、こどもたちの表情や様子、言 
菜に注意を傾け、肯定的に捉えようとしている学生の 
姿が统み取れる,自分の専門である美術‘デザインやそ 
の作品が、人々に受け入れられて展開していることを 
実感として受け取っていると判断でき5。そしてこの 
経験は,学生の専門を学ぶ意欲へとっながるものと考 
えられる。また、前述のワークショップにおける学生 
の様子からは、人との交流を通して自然と学生の内な 
る力が引き出されると言えるであろうa
なお今後は学習効果のデータの集Mを提示し、考察 
できるようにしたい,
4.おわりに
竹で組んだメインモニュメントは「つくろう•あそぼ 
うフェルトエ房」で作ったカラフルなフェルト玉で飾 
られ、その中を駆け回って遊ぶこどもたちでにぎわっ 
た。西宮市は少子化が叫ばれている今日、こどもが壻 
加している希少な地域であり、この特色は地域交流イ 
ベントにも反映されている。美術■デザイン学科でrtM 
域交流を通じて、積極的に地域と学生の双方向の学び 
をX践し積み重ねている。二の1■アートフヱスティバ 
ルinにしのみやJでの教育実践も学科の教職員の理 
解と協力で灾施され、北野也治觀が何度も主催者と 
の協議会に足を運び実現していることを付け加える。
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<ピアスーパーパイザーからのコメント>
近年、無目的で入学する学生が増加傾向にあると報 
告されており、その多くは意欲もなく無気力であると 
言われている。
この研究では学生たちが專門性を生かし、地域交流 
イベントのワークショップに取り組んだ経過が詳細に 
報告されている,児童から高齢者,障寄者など多様な 
参加者とのかかわりを通して,その作品が人に萚びを 
与え社会に受け入れられたと実感したことで、更に専 
門を学ぶ意欲へと発展したということである。この報 
告は他の分野の実践においても注0すべきことである 
と考える。
(担当：児童教育学科 倉描妙子)
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